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平成１7年８月　広報なかの  ２

みんなで取り組んで

を守ろう！環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環 境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境環 境
白色発泡トレーの分別収集を10月１日から開始
　平成９年４月からの容器包装リサイクル法の施行に伴い、市では、平成９年１１月から紙パ
ック及びペットボトルを、また、平成１２年４月からビン（４種類）及びダンボールの、それ
ぞれ分別収集を始めました。
　プラスチック類については、ペットボトルのみの分別収集を行っていましたが、より一層
のごみの減量化や資源の有効利用を目的として、白色発泡トレーの分別収集を、１０月１日か
ら開始いたします。

分別収集できないトレー （可燃ゴミへ）

▲色や模様がついた発泡トレー

▲発泡スチロール製でないトレーや、納豆のパック

白色発泡トレー分別例

収集できる白色発泡トレー

３　 平成１7年８月　広報なかの
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白
色
発
泡
ト
レ
ー

の
分
別
収
集
に

　
　

ご
協
力
願
い
ま
す

　

白
色
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
ト

レ
ー
が
収
集
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

色
付
き
の
物
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
製
で
な
い
ト
レ
ー
は
、
対
象
外

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
豆
の
ト

レ
ー
に
つ
い
て
も
対
象
外
と
な
り

ま
す
。
分
別
に
は
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
右
ペ
ー
ジ
の
写
真
の
分
別
例
を

参
照
く
だ
さ
い
）

　

月
一
回
、
今
ま
で
収
集
し
て
い

る
資
源
物
（
ビ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
）
と
同
じ
収
集
日
及
び
収

集
場
所
で
回
収
い
た
し
ま
す
。

　

ト
レ
ー
に
つ
い
て
い
る
汚
れ
な

ど
を
よ
く
落
と
し
、
各
収
集
場
所

に
用
意
さ
れ
る
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
集
し
た
白
色
発
泡
ト
レ
ー
は
、

財
団
法
人
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
（
指
定
法
人
）
を
通
じ

て
、
再
商
品
化
の
原
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

ト
レ
ー
を
ス
ー
パ
ー
な
ど
食
料

品
販
売
店
等
で
回
収
に
出
さ
れ
て

い
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
お

店
に
出
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で

す
。
そ
の
場
合
の
ト
レ
ー
の
種
類

は
、
お
店
の
回
収
方
法
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

対
象
品

収
集
日
及
び
収
集
場
所

白
色
発
泡
ト
レ
ー
の

　
　
　
　
　
　

出
し
方

収
集
し
た
白
色
発
泡
ト
レ
ー

　
　
　
　
　
　

の
利
用
方
法

ト
レ
ー
の

食
料
品
販
売
店
等
で
の

　

店
頭
回
収
に
つ
い
て
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一
般
公
募
や
団
体
推
薦
に
よ
り
、

中
野
市
で
発
生
す
る
可
燃
ご
み
、

資
源
ご
み
、
埋
立
ご
み
の
総
量
を

減
ら
し
、
特
に
可
燃
ご
み
に
お
い

て
は
分
別
を
徹
底
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
、
中

野
市
ご
み
減
量
化
委
員
会
を
発
足

し
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
三
年
で
、
ご
み

の
減
量
化
に
関
す
る
、
計
画
及
び

実
践
な
ど
の
活
動
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
十
三

名
で
す
。

（
一
般
公
募
）

小
林　

眞
一
（
中
野
）

高
橋　

喜
造
（
中
野
）

荒
井　

松
江
（
東
山
）

宮
沢　

信
行
（
新
保
）

小
林　

優
子
（
間
山
）

（
各
種
団
体
代
表
）

宮
下　

順
行
（
中
野
市
農
業
協
同

組
合
）

佐
藤　

礼
子 （
中
野
市
連
合
婦
人
会
）

児
玉　

至
朗
（
中
野
市
商
店
会
連

合
会
）

寺
島　

進
（
中
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
）

市
村　

清
二
（
中
野
市
食
堂
組
合
）

松
野　

冨
子
（
旧
豊
田
村
消
費
者

の
会
）

小
田
切
裕
治
（
市
内
小
売
店
）

渡
辺　

敏
明
（
市
内
小
売
店
）

　

今
ま
で
に
、
中
野
市
廃
棄
物
処

理
計
画
に
つ
い
て
の
検
討
や
各
委

員
か
ら
の
減
量
化
に
対
す
る
提
案
、

小
委
員
会
を
設
け
て
の
細
部
の
検

討
な
ど
、
五
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
持
ち
合

い
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、
検
討
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て

出
さ
れ
た
計
画
は
、
今
後
の
中
野

市
環
境
審
議
会
で
の
検
討
資
料
と

い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
循
環

型
社
会
の
構
築
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲中野市ごみ減量化委員会が行われています
　（７月21日に開催された第５回の模様）

ごみ
　減量化
　　委員会
発 足

白
色
発
泡
ト
レ
ー
の
分
別
収
集

に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
市
役
所
環
境
課

衛
生
係
（�
�
２
１
１
１
内
線

２
４
５
）
ま
た
は
豊
田
支
所
市

民
環
境
課
市
民
環
境
係
（�
�

３
１
１
１
内
線
１
５
１
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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市
内
の
不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
な
ど
の

苦
情
件
数
は
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
に
百
三
十
五
件
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
十
六
年
度
は
百
八
十
九

件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。（
旧
中
野
市
・
旧

豊
田
村
の
合
計
）

　

不
法
投
棄
さ
れ
る
主
な
も
の
は
、
家
電

四
品
目
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・

エ
ア
コ
ン
）
が
二
十
九
個
、
廃
タ
イ
ヤ
が

八
十
九
本
、
自
転
車
十
台
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
違
法
な
野
外
焼
却
に
つ

い
て
も
、
平
成
十
六
年
度
は
二
十
一
件
の

通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

　

焼
却
し
て
い
る
方
は
気
軽
な
気
持
ち
で

行
っ
て
い
て
も
、
周
り
の
方
に
は
多
大
な

迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

野
外
焼
却
は
、
農
林
業
を
営
む
た
め
に
、

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
リ

ン
ゴ
の
枝
な
ど
の
焼
却
、「
ど
ん
ど
焼
き
」

な
ど
の
地
域
で
の
行
事
以
外
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
は
違
法
行
為
で

あ
り
、
犯
罪
で
す
。
ま
た
、
自
然
環
境
や

生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

「
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
」
で
ゼ
ロ
に

で
き
る
問
題
で
す
の
で
、
不
法
投
棄
と
野

外
焼
却
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
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▲

た
く
さ
ん
の
ご
み
が
不
法
投
棄
さ

　

れ
て
い
ま
し
た

　

市
で
は
、
幹
線
道
路
で
の
空
き
缶
等
の

ポ
イ
捨
て
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
防
止
用

の
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

老
朽
化
に
よ
り
色
あ
せ
等
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象

に
、
新
た
な
図
案
を
募
集
し
、
看
板
に
し

て
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
た

め
に
、
積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

募
集
要
項

○
募
集
区
分

・
小
学
校
高
学
年
の
部
（
四
〜
六
年
生
）

・
中
学
生
の
部

○
用
紙
の
大
き
さ

　

Ｂ
３
判
（
通
常
の
画
用
紙
）

※
用
紙
方
向
は
必
ず
縦
置
き
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
カ
ラ
ー
は
七
色
程
度
と
し
、
デ
ザ
イ
ン

の
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
表
彰　

区
分
ご
と
に
最
優
秀
賞
一
点
、

優
秀
賞
一
点
（
最
優
秀
作
品
は
環
境
啓
発

看
板
の
図
案
と
し
、 長
丘
バ
イ
パ
ス
へ
設
置
）

○
表
彰
方
法

　

十
月
に
開
催
予
定
の
環
境
衛
生
に
関

す
る
講
演
会
で
表
彰
を
行
う
予
定
で
す
。

○
募
集
の
締
め
切
り

　

平
成
十
七
年
九
月
十
六
日�

○
留
意
事
項

・
作
品
の
裏
面
に
は
、
学
校
名
、
学
年
、

ク
ラ
ス
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
下
段
に 「
中
野
市
」 が
印
刷
さ

れ
ま
す
の
で
、
下
段
へ
の
文
字
及
び

デ
ザ
イ
ン
の
配
置
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
中
野
市
に
属

す
る
も
の
と
し
、
作
品
は
看
板
作
成

後
、
返
却
い
た
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係
（�
�
２
１
１

１
内
線
２
４
５
）

これらを発見したときは……

　ごみの不法投棄や違法な野外焼却を発
見した時は、市役所環境課（�22-2111
内線245）、豊田支所市民環境課（�38-
3111内線151）、または北信地方事務所生
活環境課（�22-3111）、中野警察署生活
安全・刑事課（�26-0110）にご連絡く
ださい。
　なお、休日・夜間などで直接連絡が取
れない場合は、県の不法投棄ホットライ
ン(ごみの110番)
フリーダイヤル（0120-530-386）           にご連

ごみをみはろう

絡ください。

中野市における不法投棄等の通報件数

平成１６年度（旧中野市・旧豊田村の計）
　　　　　年 度
通報内容　　　 

　　（うち中野市環境公害防止指導員からの通報
　　 １８件、各衛生自治会組織からの通報９件）

不法投棄

　　（うち中野市環境公害防止指導員からの通報
　　 １件、各衛生自治会組織からの通報０件）

違法な野外焼却
（大気汚染）

　　（うち中野市環境公害防止指導員からの通報
　　 １件、各衛生自治会組織からの通報１件）

その他（水質汚濁、
 騒音、 振動、 悪臭など）

　　（うち中野市環境公害防止指導員からの通報
　　 ２０件、各衛生自治会組織からの通報１０件）

合　　　計

平成１７年度（６月末現在）
　　　　　年 度
通報内容　　　 

　　（うち中野市環境公害防止指導員からの通報
　　 ９件、各衛生自治会組織からの通報２件）

不法投棄

　　（うち中野市環境公害防止指導員からの通報
　　 １件、各衛生自治会組織からの通報０件）

違法な野外焼却
（大気汚染）

　　（うち中野市環境公害防止指導員からの通報
　　 １件、各衛生自治会組織からの通報０件）

その他（水質汚濁、
 騒音、 振動、 悪臭など）

　　（うち中野市環境公害防止指導員からの通報
　　 １１件、各衛生自治会組織からの通報２件）

合　　　計

や
め
よ
う

や
め
よ
う

ご
み
の
不
法
投
棄

違
法
な
野
外
焼
却

☆ポイ捨て防止看板の図案募集☆
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○不法投棄の刑罰
５年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金、また
はこの併科（法人等の場合は１億円以下の罰金）
○違法な野外焼却の刑罰
３年以下の懲役若しくは300万円以下の罰金、または
この併科

77件

21件

91件

189件

27件

10件

23件

60件

５　 平成１7年８月　広報なかの

▲科野小学校の児童が自然環境調査を
　行いました（７月22日・平成橋周辺）

▲

フ
ン
害
の
多
い
箇
所
に
は
立

て
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

新
し
い
中
野
市
の
中
心
部
を
流

れ
る
千
曲
川
及
び
そ
の
周
辺
に
は
、

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
貴
重
な

自
然
資
源
や
美
し
い
景
観
が
数
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
千
曲
川
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
の
協
働
活
動
に
よ
り
、
高
社

山
、
斑
尾
山
と
並
べ
て
、
市
民
が

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る

千
曲
川
及
び
そ
の
周
辺
の
里
山
を

保
護
し
、
保
全
す
る
た
め
の
事
業

で
す
。
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「
千
曲
川
及
び
そ
の
周
辺
の
里

山
の
写
真
」
を
募
集
し
ま
す

　

応
募
方
法
等
の
詳
細
は
、
今
月

号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
行
い
ま
す

☆
各
区
の
自
然
自
慢
（
身
近
な
生

き
物
） 調
査〔
各
区
長
さ
ん
へ
依
頼
〕

☆
自
然
環
境
調
査 〔
小
学
校
へ
依
頼
〕

☆
自
然
観
察
会
（
野
鳥
等
の
観
察
会

を
十
月
〜
十
一
月
ご
ろ
に
開
催
予
定
）

☆
廃
棄
物
施
設
の
施
設
見
学
な
ど

千
曲
川
水
辺 
・ 
里
山
環
境
保
全
対
策
事
業
に
つ
い
て

犬の飼主の皆様へ

　最近、道路などに犬のフンが放置される“フン害”の苦情
が多く寄せられています。
　犬のフンの放置は、非常に不衛生であり、また、知らず知
らずのうちに踏んでしまうなど、近隣の方々に多大な迷惑を
かけてしまいます。
　フン害は、飼主の皆さんの心づかい一つで解決できます。
　犬の散歩時には、必ずフン回収グッズを持ち歩き、責任を
もってフンの後始末をしましょう。

豊田支所
 （�38-3111）

中野市役所
 （�22-2111）

市の相談窓口

市民環境課
 （内線150）

環境課
 （内線247、 245）

アスベストに関する一般的な相
談、処分方法について

保健福祉課
 （内線146）

保健課
 （内線242）

健康に関する相談

建設課
 （内線134）

都市計画課
 （内線273）

建物・建材に関する相談

市民環境課
 （内線150）

市民課
 （内線238）

アスベスト問題に便乗した訪問
販売によるリフォーム工事等

県の相談窓口

北信保健所保健予防課
（�0269-62-6311）

健康に関する相談

北信地方事務所建築課
（�23-0220）

建物・建材に関する相談

北信地方事務所生活環境課
（�23-0202）

アスベスト検査に関する相談、
産業廃棄物等について

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
４
７
）

　

市
で
は
現
在
、
市
が
所
有

す
る
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
左
表
の
相
談
窓
口

も
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
心
配
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※上記の健康に関する相談窓口にお問い合わせのうえ、

不安のある方や症状のある方は、次の医療機関で受診

してください。

　�北信総合病院（�22-2151）

　�飯山赤十字病院（�0269-62-4195）

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た

フン害を防止しよう ！

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
と
は
…

　

繊
維
状
け
い
酸
塩
鉱
物
で
あ
り
、

昭
和
三
十
年
頃
か
ら
保
温
断
熱
材

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
じ
ん
肺
、
悪
性
中
皮

腫
の
要
因
や
肺
が
ん
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
に
吹
き

付
け
が
原
則
禁
止
と
な
り
、
以
降

段
階
的
に
使
用
が
規
制
さ
れ
、
今

年
七
月
に
全
面
使
用
禁
止
の
方
針

が
国
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。
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本
年
度
の
合
同
金
婚
式
を
、
九

月
二
十
七
日�
午
前
十
時
よ
り

「
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
」

に
お
い
て
、
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

既
に
申
込
受
付
を
始
め
て
お
り

ま
す
が
、
合
同
金
婚
式
へ
の
申
し

込
み
を
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
申
し
込
み
を
さ
れ
る
ご

夫
婦
は
、
八
月
十
二
日�
ま
で
に
、

下
記
の
申
込
受
付
先
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
用
紙
は
申
込
受
付

先
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
あ
り
ま
し
た
ご
夫

婦
へ
は
、
後
日
、
開
催
案
内
お
よ

び
出
欠
確
認
の
通
知
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

申
込
受
付
先

①
市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
保
健
福

祉
係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９

７
）

②
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
３
）

　

昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
方
で
震

度
六
強
の
地
震
が
あ
り
、
多
数
の

死
者
や
負
傷
者
が
発
生
す
る
ほ
ど

の
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年

の
台
風
二
十
三
号
の
災
害
で
、
住

宅
の
床
上
浸
水
、
農
業
関
係
等
甚

大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
水
害
や
地
震
な
ど
、

災
害
か
ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害

に
対
す
る
備
え
を
し
っ
か
り
と
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
、
総
合
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
か

ら
、
中
学
校
区
単
位
で
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
、
南
宮
中
学
校
区
で

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
訓
練

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　

九
月
一
日�

時
間　

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
三

十
分
ま
で

会
場　

中
野
小
学
校
校
庭

内
容　

初
期
消
火
訓
練
、
応
急
救

護
訓
練
、
避
難
訓
練
な
ど

そ
の
他　

駐
車
場
が
少
な
い
た
め

会
場
へ
の
自
動
車
で
の
参
加
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
訓
練
で
消
防
自
動
車
な

ど
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
が

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
庶
務
課
防
災
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
１
０
）

▲昨年実施された総合防災訓練の模様

を実施します

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練総合防災訓練
いざというときに備えて

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
。

●
住
民
登
録
と
は
関
係
な
く
、
十
月
一
日
現
在
、

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
、
調
査
票
に
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
が
対
象
と
な
り
、
回
答
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配

布
・
受
け
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

●
国
勢
調
査
は
、
未
来
の
羅
針
盤
と
し
て
、
私

た
ち
の
生
活
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

●
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者

に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘

密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

５年に
　一度の
大イベント

中中中中中中中中中中中中中中中中
野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市
合合合合合合合合合合合合合合合合
同同同同同同同同同同同同同同同同
金金金金金金金金金金金金金金金金
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚
式式式式式式式式式式式式式式式式

中
野
市
合
同
金
婚
式

ののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内内内内内内

ご
案
内
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平
成
十
六
年
度
の
中
野
、
豊
田

地
域
の
農
業
生
産
額
（
中
野
市
・

豊
田
村
で
集
計
し
た
も
の
）
は
、

相
次
ぐ
台
風
で
被
害
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
特
に
十
月
に
襲
来
し

た
台
風
二
十
三
号
、
ま
た
新
潟
県

中
越
地
震
、
一
月
の
集
中
降
雪
な

ど
、
平
年
に
比
べ
農
作
物
災
害
が

多
い
年
と
な
り
、
前
年
比
九
十
五

・
七
㌫
の
二
百
四
億
五
千
五
十
一

万
円
余
り
で
し
た
。
農
業
生
産
額

は
、
近
年
減
少
し
て
お
り
、
農
業

を
と
り
ま
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
作
物
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
キ
ノ
コ
類

　

エ
ノ
キ
ダ
ケ
は
、
生
産
戸
数
が

減
少
し
た
影
響
で
、
生
産
量
は
前

年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
単
価
が

平
年
並
み
で
あ
っ
た
た
め
、
生
産

額
は
前
年
比
九
十
五
㌫
で
、
八
十

八
億
円
余
り
で
し
た
。
や
ま
び
こ

し
め
じ
は
生
産
量
が
増
加
し
た
も

の
の
、
単
価
安
に
よ
り
生
産
額
は

ほ
ぼ
前
年
並
み
で
し
た
。
な
め
こ

は
、
生
産
基
盤
及
び
生
産
量
が
減

少
し
て
い
る
う
え
、
き
の
こ
類
全

体
の
競
合
に
よ
る
価
格
低
下
の
影
響

に
よ
り
、
生
産
額
は
減
少
し
ま
し
た
。

▼
果
樹

　

リ
ン
ゴ
は
本
年
も
栽
培
面
積
が

減
少
し
、
生
産
量
も
相
次
ぐ
気
象

災
害
に
よ
り
減
少
し
、
生
産
額
は

前
年
比
七
十
五
㌫
の
十
億
千
三
百

万
円
で
し
た
。

　

ブ
ド
ウ
と
モ
モ
は
、
昨
年
の
生

産
基
盤
を
ほ
ぼ
維
持
し
て
い
ま
す

が
、
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
気
象

災
害
や
春
先
の
低
温
、
長
雨
に
よ

り
減
少
し
ま
し
た
。
価
格
に
つ
い

て
は
、
ブ
ド
ウ
、
モ
モ
、
プ
ラ
ム

で
生
産
量
の
減
を
背
景
と
し
て
高

値
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ン

ゴ
の
代
替
作
物
と
し
て
の
サ
ク
ラ

ン
ボ
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
が
関

係
事
業
と
あ
い
ま
っ
て
、
生
産
の

拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
果
樹

全
体
の
生
産
額
は
前
年
比
八
十
九
㌫
、

五
十
三
億
円
余
と
減
少
し
ま
し
た
。

▼
野
菜

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
栽
培
面
積

の
減
少
に
加
え
、
春
先
の
遅
霜
の

影
響
な
ど
で
収
量
を
大
幅
に
減
ら

し
、
生
産
額
も
前
年
よ
り
減
少
し

て
、
前
年
比
八
十
㌫
の
五
億
三
千

七
百
一
万
円
で
し
た
。

　

他
の
野
菜
は
、
自
家
消
費
的
な

も
の
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
需
要
に
応
じ
、
ハ
ウ
ス
リ

ー
ス
事
業
に
よ
る
き
ゅ
う
り
・
ト

マ
ト
な
ど
の
野
菜
類
を
中
心
に
、

や
や
生
産
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
の
生
産
額
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
減
収
が
影
響
し
、
前
年
比
九

十
七
㌫
の
約
九
億
八
千
万
円
余
り

で
し
た
。

▼
水
稲
類

　

災
害
時
を
除
き
、
比
較
的
天
候

が
良
好
だ
っ
た
た
め
、
作
況
は
平

年
並
み
で
、
生
産
量
は
二
千
九
百

七
十
六
㌧
で
し
た
が
、
単
価
が
下

落
し
た
た
め
、
生
産
額
は
減
少
し

ま
し
た
。

▼
花
き
類

　

シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
生
産
戸
数
の
減

少
に
よ
り
、
生
産
額
が
減
少
し
、

前
年
比
九
十
七
㌫
の
千
五
百
八
十

八
万
円
で
し
た
。

平成16年度

農業生産額
204億5,051万円

農業生産額の内訳   農家戸数 ： 2, 970戸 単位 ： 万円

前年度比
96％の

農業生産額
204億5051万円

(農家１戸当たり)
689万円

キノコ類
121億

211
 (59.2%)

エノキダケエノキダケ
88億4,54088億4,540
(43.3%)(43.3%)

やまびこしめじやまびこしめじ
23億4,468  23億4,468
(11.5%)   (11.5%)

果 樹　    果　樹
53億4,701  53億4,701

(26.2%) (26.2%)

 ぶどうぶどう
28億3,79328億3,793
(13.9%)(13.9%)畜産畜産 8億4,6108億4,610

(4.1%)(4.1%)

リンゴリンゴ
10億1,32010億1,320(5.0%)(5.0%)

水稲他水稲他
11億6,98811億6,988
 (5.7%)(5.7%)アスパラガスアスパラガス

5億3,7155億3,715 (2.6%)(2.6%)

野菜野菜
9億8,5419億8,541
(4.8%)(4.8%)
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市
民
音
楽
祭
は
、
晋
平
先
生
や

辰
之
先
生
の
業
績
を
し
の
び
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
音
楽
の
す
ば
ら
し

さ
、
ま
た
、
地
域
の
音
楽
文
化
の

向
上
を
目
的
に
、
今
年
は
、
中
野

市
合
併
記
念
交
流
事
業
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
二
十
一
団
体
の
皆
さ

ん
に
よ
る
合
唱
や
演
奏
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

八
月
二
十
七
日�

時
間　

午
後
一
時
開
演

会
場　

中
野
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進

係 （��
２
１
１
１
内
線
３
０
７
）

中
野
市
合
併
記
念
交
流
事
業

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
００００００００００００００００００００００００００００００００
００００００００００００００００００００００００００００００００
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

２
０
０
５
中
野
市
民
音
楽
祭
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南
宮
中
学
東
の
交
差
点
は
、

市
内
で
二
箇
所
目
の
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
交
差
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
横
断
中
は
全
て
の
車
両

が
ス
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
十
分
に
理
解
を
さ
れ

て
い
な
い
運
転
者
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
信
号
機
に
従
い

十
分
に
注
意
を
し
て
通
行
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
夏
本

番
と
な
り
、
樹
木
も
一
段
と
生

長
し
て
い
ま
す
が
、
交
通
安
全

設
備
（
信
号
機
・
道
路
標
識
・

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
）
の
視
界
を

遮
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

市
内
の
交
通
事
故
防
止
の
た

め
に
も
、
敷
地
内
を
見
回
っ
て

い
た
だ
き
、
支
障
の
あ
る
も
の

は
早
め
に
伐
採
等
の
処
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
民
課
か
ら

市
民
課
か
ら

交
通
安
全
に
関
し
て
の
お
知
ら
せ

　

例
年
行
わ
れ
て
い
る
両
記
念
館

の
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
、

中
山
晋
平
記
念
館
で
は
、
八
月
二

十
日�
に
、
高
野
辰
之
記
念
館
で

は
、
八
日
二
十
八
日�
に
中
野
市

合
併
記
念
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
中
山

晋
平
先
生
、
高
野
辰
之
先
生
の
作

品
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

八
月
下
旬
の
週
末
は
、
両
記
念

館
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
優

雅
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

期
日　

八
月
二
十
日�

時
間　

午
後
二
時
三
十
分
か
ら

会
場　

中
山
晋
平
記
念
館

　
　
　

第
一
展
示
室

出
演
者

●
【
な
に
わ
】（
大
阪
府
在
住
の

ア
・
カ
ペ
ラ
男
声
合
唱
団
）

●
【
コ
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
ズ
】（
兵

庫
県
在
住
の
女
声
合
唱
団
）

●
【
阪
神
ワ
イ
ヤ
ー
ズ
】（「
な
に

わ
」「
コ
ー
ル
・
ウ
ィ
ン
ズ
」
両

合
唱
団
に
よ
る
混
声
合
唱
団
）

入
館
料　

コ
ン
サ
ー
ト
開
演
時
間

帯
は
無
料

　

熟
年
男
性
の
重
厚
で
ホ
ッ
ト
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
【
な
に
わ
】
や
【
阪

神
ワ
イ
ヤ
ー
ズ
】
に
よ
る
混
声
合

唱
の
素
敵
な
歌
声
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

期
日　

八
月
二
十
八
日�

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
場　

高
野
辰
之
記
念
館

出
演
者

●
国
立
音
楽
大
学
生

●
東
京
学
芸
大
学
生

●
国
立
音
楽
大
学
付
属
高
校
生

●
荒
井
雅
至
先
生

入
館
料　

終
日
無
料

　

長
野
市
出
身
の
荒
井
雅
之
先
生

と
門
下
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
若

さ
あ
ふ
れ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

♪
中
山
晋
平
記
念
館
（�
�
７
０

５
０
）

♪
高
野
辰
之
記
念
館
（�
�
３
０

７
０
）

中野市合併記念交流イベント

中山晋平
高野辰之

両記念館で

サマーコンサート開催サマーコンサート開催

　

「
水
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

中
野
市
合
併
記
念
交
流
イ
ベ
ン
ト

上
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
上
下
水
道

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
様
々
な
企
画
を
用
意

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
で
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

期
日　

八
月
二
十
八
日�

時
間　

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

会
場　

中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容
の
一
部
紹
介

☆
施
設
見
学

☆
水
道
水
源
に
つ
い
て
の
展
示
、

上
下
水
道
器
具
展
示
、
上
下
水

道
何
で
も
相
談

☆
無
料
コ
ー
ナ
ー

　

風
船
、
焼
き
そ
ば
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
、
か
き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー
風

船
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
水
道
課

・
下
水
道
課
（�
�
２
１
１
１
内

線
２
８
４
・
２
８
０
）

▲昨年のフェスティバルの模様

中野市合併記念交流イベント

堆肥 （おすみち
ゃん・未土利）
の無料頒布も
あります

中
山
晋
平
記
念
館

　

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

高
野
辰
之
記
念
館『
ム
シ
カ
・

ア
レ
グ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
』
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が
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

完
熟
す
る
と
皮
が
真
っ
赤
に
な

る
「
大
石
早
生
」
は
、
七
月
上
旬

が
最
盛
期
で
、
甘
味
と
酸
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
い
品
種
で
す
。

　

七
月
下
旬
に
収
獲
さ
れ
る
「
ソ

ル
ダ
ム
」
は
、
果
肉
が
深
い
赤
色

な
の
が
特
徴
で
、
味
は
濃
厚
で
ジ

ュ
ー
シ
ー
な
人
気
品
種
で
す
。

　

大
玉
で
八
月
下
旬
〜
九
月
上
旬

に
収
獲
さ
れ
る
「
太
陽
」
は
、
皮

が
鮮
紅
色
で
果
肉
が
白
く
、
日
持

ち
が
良
い
品
種
で
す
。

　

九
月
中
旬
に
収
獲
さ
れ
る
「
秋

姫
」
は
、
果
肉
が
黄
色
で
多
汁
、

甘
味
・
酸
味
と
も
多
く
、
味
は
濃

厚
で
す
。

　

プ
ラ
ム
は
「
食
べ
過
ぎ
て
も

お
腹
を
こ
わ
さ
な
い
」
と
言
わ

れ
、
便
秘
が
ち
な
人
に
は
嬉
し

い
整
腸
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　

み
ず
み
ず
し
い�
真
夏
の
醍

醐
味 
プ
ラ
ム�
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

９　 平成１7年８月　広報なかの

『
プ
ラ
ム
』
は
夏
の
果
物
で
す
。

ス
モ
モ
と
も
呼
ば
れ
、
栽
培
は

古
く
、
そ
の
当
時
は
『
須
毛
々
』

と
書
い
た
そ
う
で
す
。

　

中
野
市
で
は
多
く
の
品
種
が

栽
培
さ
れ
、
主
に
太
陽
・
大
石

早
生
・
ソ
ル
ダ
ム
・
秋
姫
な
ど

真
夏
の
太
陽
か
ら
の

贈
り
物

★
所
得
制
限
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
は
、
所
得
額
が
一
定

以
上
を
超
え
る
と
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
前
年

度
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
で
も
、

収
入
の
状
況
（
前
年
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
り
、
扶
養
親
族
が
増
え

た
り
し
た
場
合
）
に
よ
っ
て
は
、

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
児
童
手
当
は
、
申

請
を
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
早
め

に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
広
報
な
か
の
五
月
号
に
も
、
児

童
手
当
Ｑ
＆
Ａ
と
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
等
ご
不
明
な
点
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
厚
生
課

厚
生
係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２

９
２
）

児
童
手
当
の

児
童
手
当
のお

忘
れ
な
く
！

お
忘
れ
な
く
！

現
況
届

　

最
近
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質

な
商
法
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
認

知
症
の
高
齢
者
が
業
者
に
高
額
な

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
繰
り
返
さ

れ
て
全
財
産
を
失
う
と
い
う
事
件

は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
で
後
見
人
が
選

任
さ
れ
て
い
れ
ば
、
た
と
え
本
人

が
悪
質
な
業
者
と
不
利
益
な
契
約

を
結
ん
だ
場
合
で
も
、
取
り
消
す

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、「
法
定
後

見
制
度
」
と
「
任
意
後
見
制
度
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
場
合
、

本
人
・
配
偶
者
・
親
族
等
が
申
し

立
て
を
行
い
、
家
庭
裁
判
所
が
事

情
を
考
慮
し
た
上
で
ふ
さ
わ
し
い

人
を
後
見
人
と
し
て
選
任
し
ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
る
前

に
、
自
分
の
権
利
を
守
り
財
産
管

理
を
し
て
く
れ
る
任
意
後
見
人
を

選
ん
で
お
き
、
認
知
症
な
ど
に
よ

り
判
断
能
力
を
失
っ
た
場
合
に
備

え
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
判

断
能
力
が
不
十
分
に
な
る
前
か
ら

利
用
で
き
る
た
め
、
今
の
う
ち
か

ら
今
後
の
あ
り
方
を
含
め
て
、
家

族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

市
で
は
成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
と
し
て
、
重
度
の
認
知
症

高
齢
者
で
二
親
等
以
内
に
親
族
が

無
く
、
申
し
立
て
に
要
す
る
経
費

及
び
成
年
後
見
の
報
酬
の
支
払
い

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
に
対
し
、

市
長
が
本
人
に
代
わ
り
家
庭
裁
判

所
に
審
判
の
申
し
立
て
を
し
、
経

費
等
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
相
談
は
、
家

庭
裁
判
所
等
で
受
付
け
ま
す
が
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
保
健
福

祉
係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９

７
）
▼
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉

係
（��
３
１
１
１
内
線
１
４
３
）

　

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
が
、
財
産
侵

害
を
受
け
た
り
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
法
律
面
や
生
活
面
で
支
援
す
る
身
近
な
制
度
で
平

成
十
二
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

〜
認
知
症
の
高
齢
者
を
悪
徳
商
法
か
ら
守
ろ
う
〜

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

成
年
後
見
制
度
っ
て
な
に
？

プラムの出荷時期

９月８月７月６月

大石早生

紅りょうぜん

ソルダム

太陽

秋姫

ﾊｳｽ

ﾊｳｽ
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届
は
毎
年
六
月
一
日
の
状
況
を
確
認
し
、

引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
た
め
、
提
出
い
た
だ
か
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
五
月
下
旬
に
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
て
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
提
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



　７月３日、市内各場所で粗大ゴミの回収が行われま
した。
　当日集まった粗大ゴミは、自転車・扇風機・炊飯器
など約８６トンになりました。
　今回の回収において、電化製品の灯油や電池を入れ
たままの方が多く見受けられたそうです。
　この回収は秋にも行われます。

粗大ゴミの回収
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人権教育講座

　７月２日、市内の小学校では最初の音楽会が、豊井
小学校で開催されました。
　児童の皆さんは、この日のために一生懸命練習して
きた合唱・合奏を発表しました。
　合唱では、１つのストーリーになっている演劇や語
りのある発表もあり、また、高学年の合奏は、迫力が
増して、会場全体に歌声や楽器の音色が響き渡ってい
ました。

　夏の交通安全やまびこ運動初日の７月25日、アップ
ルシティーなかの前の国道において、県下一斉街頭指
導が実施されました。
　今回は、スローガンに「確かめよう 歩行者　スピ
ード　車間距離」として、高齢者の交通事故防止、シー
トベルトとチャイルドシート着用の徹底、そして飲酒
 ・ 夜間の交通事故防止を重点に、啓発が行われました。
　啓発活動では、市内外からきた通行車両の一台一台
に、チラシとうちわ、ティッシュなどが配られ、安全
運転を呼びかけていました。

やまびこ運動交通指導所開設

▲豊田支所での回収の模様

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききでき
▼練習の成果を発揮しました

▲これまでの経験を語る福岡先生

▼交通安全についての啓発を行いました

豊井小学校　夏の音楽会

　７月14日、人権教育講座が、中央公民館講堂におい
て開催されました。
　今回は講師に、北信圏域障害者生活支援センター所
長の福岡寿先生をお迎えして、｢地域で暮らしはじめ
た知的障害者｣と題して、 ご講演をいただきました。講
演では、先生の今日に至るまでの経過と知的障害者の
自立援助についての思いを、深く語っていただきました。
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中野祇園祭

写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写 真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真 館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館写 真 館
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととごと

　中野伝統の夏祭りである中野祇園祭が、７月16、17
日の両日、市街地において開催されました。
　16日の午後は、４カ町のみこしや大獅子、そして中
町祇園屋台と西町おはやし子ども屋台、松川川崎踊り
が各町内を一巡した後、夕方には市街地を練り歩きま
した。
　翌17日には、若殿様に扮した４カ町の子どもたちに
よる馬乗り行事が行われ、各町の若殿様のりりしい姿
が、市街地の沿道の人たちに披露されました。

第１回 中野ションションまつり

今月の表紙

　７月23日�、『第１回中野ションションまつり』を、
市街地において開催しました。今回は４月１日の合
併に伴い、旧中野市で31回続いた『中野市民祭「ショ
ンション」まつり』を『中野ションションまつり』
に改め、新たに第１回として行いました。
　当日は、91連に約4,400人が参加。踊りの前には太
鼓の演奏、休憩の間にはアトラクション、そして
フィナーレには花火も打ち上げられ、参加された方
だけでなく、訪れた方にも楽しいまつりとなりました。

▲威勢の良いみこしが祇園祭を盛り上げました

▲伝統ある馬乗り行事の行列が街の中を練り歩きました

　７月４日、市内の４中学校で夜回り先生と呼ばれて
いる水谷修先生の「いのちを学ぶ講演会」を開催しま
した。
　講師の水谷修先生は、教師生活のほとんどを少年の
非行・薬物問題に捧げ、「夜回り」と呼ばれる深夜パ
トロールを行いながら若者の更生にご尽力されていま
す。
　講演は、水谷先生自身の体験から、命の尊さを深く
考えさせられるもので、先生は元気なあいさつや隣近
所との声かけが、犯罪のない明るい社会をつくると熱
く語られました。　　　　　　　（写真：豊田中学校）

夜回り先生講演会

▲生徒たちに語りかける水谷修先生
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななみんなのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばひろば

�▼ 大草稲荷。西江部村
を救った中野陣屋代官
の業績を称えた石碑。

�▲ 西江部公園。手づくりの公園
で、６年ほど前からホタルを育
てようと取り組んでいる。

�▼ 豊田衛生センター。北信保健
衛生施設組合が運営する「し尿
処理施設」。昭和62年運転開始。

�▲ 薬師堂。目の神様と
いわれている。５月５
日に薬師祭が開かれる。

地域を知
ろう！

中野めぐり

　笠倉区の主な行事として、毎年４月中
旬に春祭、９月中旬には秋祭があります。
五穀豊穣を願って行われているもので、
高国濃神社で開催しています。
　また、５月５日には薬師祭といって、
中学生までの子ども達が大人に甘茶をふ
るまう行事も行われています。

　西江部区では春祭りや秋祭りのほかに、
10月初旬に例大祭を行っています。五穀
豊穣を願った行事で、屋台を引っ張って
区内を練り歩きます。また、泉区では例
大祭などは行っていませんが、西江部区
の皆さんと一緒に、ションション祭りや
ＰＴＡなどの行事に参加しています。

No.�

 西  江  部 区 ・  泉区 
にし え べ いずみ　

 笠  倉 区
かさ ぐら

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

薬師堂薬師堂国
道
11
7号

国
道
11
7号

高国濃神社高国濃神社

��

豊田衛生豊田衛生
センターセンター
��

千千
��

曲曲

川川

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
新
野
婦
人
部
野
菜

市
」
は
、
平
成
五
年
七
月
か
ら
三
十
五
名

ほ
ど
が
各
自
で
持
ち
寄
っ
た
余
剰
野
菜
の

販
売
を
始
め
、
現
在
は
二
十
名
ほ
ど
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
夜

に
は
コ
ー
ラ
ス
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
品
は
新
鮮
な
季
節
の
旬
の
野
菜
等

で
、
当
初
試
験
的
に
テ
ン
ト
で
販
売
を
し

た
後
、
土
・
日
曜
日
に
行
う
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
年
中
無
休
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
と
し
て
、
以
前
に
無
人
販

売
を
行
っ
て
い
た
ら
、
お
金
を
払
わ
ず
に

持
ち
帰
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
現
在
は

当
番
制
で
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
で
も
同
じ
よ
う
に
野
菜
を
売
る
場
所
が

増
え
た
こ
と
も
、
大
変
な
点
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
は
、
夢
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
若

い
会
員
が
増
え
て
、
中
山
晋
平
さ
ん
も
好

き
だ
っ
た
と
い
う
お
や
き
を
、
こ
の
地
で

加
工
・
販
売
で
き
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

代
表
の
池
田
武
子
さ
ん
は
、「
今
月
の
十

二
、
十
三
日
に
『
お
花
市
』
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
、
私
た

ち
の
お
店
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

新野婦人部野菜市
vol.4

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

代 表　池 田 武 子

西江部公園西江部公園
��

泉団地泉団地

主要
地方
道中
野・
豊野
線

主要
地方
道中
野・
豊野
線

��
岳南広域消防本部岳南広域消防本部
中野消防署中野消防署

��平野小学校平野小学校
��市民プール市民プール��

��大
草
稲
荷

大
草
稲
荷

平野児童平野児童
センターセンター
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
秋
之
さ
ん
）
四
年
前
に
友
達
の

紹
介
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

（
千
春
さ
ん
）
出
会
っ
た
当
時
は

専
門
学
校
の
学
生
で
、
友
人
を
通

じ
て
知
り
合
い
ま
し
た
。
私
は
千

葉
県
出
身
で
、
二
年
間
の
遠
距
離

恋
愛
を
経
て
、
結
婚
し
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
秋
之
さ
ん
）
優
し
そ
う
な
人
だ

と
思
い
ま
し
た
。

（
千
春
さ
ん
）
か
っ
こ
い
い
な
ぁ
、

若
い
の
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
な

ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
秋
之
さ
ん
）
と
て
も
優
し
い
と

こ
ろ
と
、
笑
顔
で
い
る
と
き
が
す

て
き
で
す
ね
。

（
千
春
さ
ん
）
家
事
で
も
何
で
も
、

進
ん
で
協
力
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ

が
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
秋
之
さ
ん
）
い
つ
で
も
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
な
家
庭
に
し

た
い
で
す
。
千
春
さ
ん
の
両
親
の

よ
う
に
、
す
て
き
な
家
庭
を
築
い

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
千
春
さ
ん
）
お
互
い
に
助
け
合

い
な
が
ら
、
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宮　�　秋　之  さん  （24歳）
　　 　 千  春  さん  （25歳）

（草間）

No.4

　

私
の
夢
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
、
高
橋
み
ゆ
き
選
手
に
あ

こ
が
れ
て
、
四
年
生
の
時
に
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
入
り
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
る

う
ち
に
、
一
試
合
で
も
一
セ
ッ
ト

と
れ
る
こ
と
が
す
ご
く
う
れ
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
れ
か
が
失

敗
し
て
も
、「
ド
ン
マ
イ
」
と
言
っ

て
仲
間
を
責
め
た
り
し
な
い
し
、

私
が
失
敗
し
て
も
「
次
は
と
ろ
う

ね
」
と
か
「
大
丈
夫
。
次
だ
よ
」

と
か
言
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き
で
す
。

　

も
し
夢
が
か
な
っ
た
ら
、
ど
ん

な
ボ
ー
ル
で
も
セ
ッ
タ
ー
に
上
げ

た
い
で
す
。
今
の
私
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
バ
ッ
ク
な
の
で
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
選
手
に
な
っ
て
も
、
バ
ッ
ク

を
や
り
た
い
で
す
。
ど
ん
な
ボ
ー

ル
も
怖
が
ら
な
い
で
、
立
ち
向
か

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

全
国
せ
い
は
で
き
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

　

大
会
に
出
る
事
が
で
き
た
ら
、

ま
ず
家
族
に
見
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
妹
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ

て
い
る
の
で
、
一
緒
に
試
合
に
出

ら
れ
る
と
い
い
で
す
。

�
夢
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
！�

④

新新 婚婚 ささ
んん

遠
距
離
恋
愛
を
経
て
結
ば
れ
た
二
人

　
　

い
つ
で
も
笑
顔
あ
ふ
れ
る
家
庭
を

平野小学校５年
山 田 純 菜さん

　７月５日、青木市長が中野高等学校のビジネス教養
コース「郷土の時間」に講師として招かれました。青
木市長は30人ほどの生徒を前に、「中野市の行政と産業」
と題して、市の予算や基幹産業である農業、少子化対
策について講義しました。
　このコースでは、パソコン・簿記・英検などの資格
取得を目指す一方、地域社会で活躍する方々を招いた
講義の開催や、企業・農家・商店などに出向いて実習
体験学習を行っています。このほかにも、同校の選択
コースには、基礎学力の強化から進学力の獲得を目指
した「進学コース」や、訪問介護員（ホームヘルパー）
の資格が取得できる「福祉コース」があります。
　また、同校では公開授業や講演会も定期的に開催し
ており、全校で学校改革に取り組んでいます。

青木市長が講義

中野高校「郷土の時間」
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広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、

そ
し
て
終
戦
か
ら　

周
年
を
迎
え

60

る
終
戦
の
日
に
、
原
爆
や
戦
争
に

よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
め

い
福
と
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の

放
送
に
よ
り
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

期
日　

８
月
６
日�
午
前
８
時　
15

分
〜
、
９
日�
午
前　

時
２
分
〜
、

11

　

日�
正
午
〜
そ
れ
ぞ
れ
１
分
間

15
　

北
茨
城
市
で
は
、
日
本
三
大
童

謡
詩
人
の
ひ
と
り
野
口
雨
情
を
称

え
、ま
た
童
謡
の
普
及
を
願
い「
第

　

回
野
口
雨
情
記
念
賞
童
謡
作
詞

16コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象　

「
中
野
市
の
部
」
と

し
て
中
野
市
内
の
小
・
中
学
生

応
募
規
定

�
内
容　

童
謡
詩
で
未
発
表
の
も
の

�
規
定　

Ｂ
４
版　

字
詰
め
縦
書

400

き
原
稿
用
紙
を
使
用

�
応
募
点
数　

一
人
２
点
以
内

応
募
締
切　

９
月
１
日�
ま
で

審
査
方
法　

北
茨
城
市
教
育
委
員

会
が
委
嘱
す
る
専
門
の
審
査
委
員

が
審
査

応
募
先　

在
籍
す
る
学
校
へ
提
出

サ
ポ
ー
ト
内
容

①
保
育
施
設
等
へ
の
子
ど
も
の
送

迎
を
し
ま
す
。

②
子
ど
も
が
軽
い
病
気
の
時
等
に

預
か
り
ま
す
。

③
日
・
祝
日
に
子
ど
も
を
預
か
り

ま
す
。

④
保
育
施
設
の
開
始
前
・
終
了
後

に
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

⑤
外
出
・
冠
婚
葬
祭
・
通
院
・
産

前
産
後
等
に
子
ど
も
を
預
か
り

ま
す
。

基
本
活
動
時
間　

午
前
７
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で

利
用
料
金（
１
時
間
）　

３
歳
以
上

　

円
、
３
歳
未
満　

円
、
交
通
費

600

700

・
食
費
は
実
費

そ
の
他　

万
一
に
備
え
、
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て

ご
利
用
で
き
ま
す
。

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

高
齢
者
布
団
丸
洗
い
費

助
成
券
の
申
請

高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係 （
内

線
２
９
７
）
ま
た
は
豊
田
支
所
保

健
福
祉
課
福
祉
係 （
内
線
１
４
２
）

�

平
和
祈
念
の
黙
と
う

庶
務
課
庶
務
文
書
係（
内
線
２

１
１
）ま
た
は
豊
田
支
所
総
務

課
庶
務
係
（
内
線
１
１
４
）

�第　

回
野
口
雨
情

16
記
念
賞
童
謡
作
詞

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

北
茨
城
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
内
第　

回
野
口
雨
情
記
念
賞
童

16

謡
作
詞
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

０
２
９
３ （　

） １
１
１
１ （
内
線　

）

43

４２２

�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー （
育
児
部
門
）

入
会
者
募
集

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（　

）
６
６
２
２
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�

　

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
布
団
の
衛
生
管
理
が

困
難
な
高
齢
者
の
方
に
、
布
団
丸

洗
い
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有

し
、　

歳
以
上
の
単
身
世
帯
ま
た

65

は
、　

歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世

65

帯
で
傷
病
等
の
理
由
に
よ
り
布
団

の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方
。

助
成
内
容　

一
人
に
に
つ
き
助
成

券
４
枚
を
交
付
し
ま
す
（　

月
以

10

降
は
２
枚
）。

助
成
額　

寝
具
一
枚
に
つ
き
費
用

の
８
割
以
内
で
、
２
５
０
０
円
が

限
度
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
野
市
景
観
賞

作
品
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
内

線
２
７
３
）
ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係
（
内
線
１
３
５
）

�

　

合
併
記
念
交
流
事
業
と
し
て
、

中
野
市
景
観
賞
を
実
施
し
、
あ
な

た
の
周
り
に
あ
る
す
ば
ら
し
い
建

築
物
や
工
作
物
、
沿
道
に
彩
り
を

添
え
る
花
づ
く
り
や
、
大
切
に
伝

え
た
い
景
観
の
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

応
募
部
門　

①
ま
ち
な
み
景
観
部

門
②
花
づ
く
り
緑
化
部
門
③
景
観

写
真
部
門

応
募
期
限　

９
月
９
日�

応
募
方
法　

広
報
な
か
の
６
月
号

に
挟
み
込
み
ま
し
た
応
募
用
紙

（
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

表
彰
等　

①
受
賞
者
に
賞
状
及
び

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
（
ま

ち
な
み
景
観
部
門
の
設
計
者
、
施

工
者
に
は
賞
状
の
み
）。②
受
賞
作

品
の
他
薦
者
に
は
粗
品
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。

●付加保険料を納付しませんか
　より高い老齢基礎年金を受けたいと考えている方は、毎月の保
険料（13,580円）のほかに、付加保険料（400円）を上乗せして納
めることができます。
納めることができる方　国民年金の第１号被保険者（国民年金基
金の加入員の方は除きます）
上乗せされる年金額　200円×付加保険料納付月数
(例)10年間納めた場合　10年×12月×200円＝24,000円（年額）が
上乗せされます。
●社会保険年金相談所を開設しています
　社会保険出張相談を実施しています。相談に来られる方は、年
金手帳または年金証書と印鑑をお持ちください。また、代理の方
が来られる場合は、委任状が必要となります。
期日　毎月第２火曜日（１月は第３火曜日）
時間　午前10時～午後３時
場所　中野商工会議所（�(２２)２１６２）
問い合わせ先
市民課国民年金係 （内線２３７）・豊田支所市民環境課市民環境係 （内
線１５１）または長野北社会保険事務所（�０２６(２４４)４１００）

・中野市在住で、就学前の子ど
もをお持ちの方。

・簡単な講習があります。
・会費は無料。

おねがい
会員

（依頼）

・特別な資格はいりません。
・健康で、自宅で子どもを預か
れる方。

・簡単な講習があります。
・会費は無料。

まかせて
会員

（提供）

会員の種類

※利用するときは、事前に会員登録が必要です。
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部
落
差
別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
す
た
め
の
「
人
権
政
策
確

立
」
を
求
め
、
ま
た
、
真
に
人
権

が
尊
重
さ
れ
た
地
域
社
会
を
目
指

し
、
総
決
起
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

８
月　

日�
30

時
間　

午
後
６
時　

分
か
ら

30

場
所　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

講
演
（
演
題
）

「
人
間
解
放
へ
の
熱
と
光
を
求
め

て
〜
私
が
出
会
っ
て
き
た
人
た
ち
〜
」

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
人
権
セ
ン

タ
ー
な
が
の

代
表
理
事　

中
山
英
一
さ
ん

　

近
年
、
全
国
的
に
本
人
の
知
ら

な
い
間
に
第
三
者
に
よ
り
転
出
、

転
入
届
出
等
が
さ
れ
る
と
い
う
虚

偽
の
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
届
出
を
さ
れ
る
方
は
、
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
戸
籍
届
出
の
本
人
確
認

は
す
で
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
届
出

転
出
届
、
転
入
届
、
転
居
届
、
世

帯
主
変
更
届

本
人
確
認
の
方
法

運
転
免
許
証
な
ど
の
提
示
に
よ
り
、

本
人
確
認
を
し
ま
す
。
運
転
免
許

証
等
が
無
く
確
認
で
き
な
い
場
合

に
は
、
受
理
し
た
旨
の
通
知
書
を

異
動
さ
れ
る
方
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の

一
部
に
、
製
造
工
程
上
の
不
具
合

が
原
因
で
缶
内
面
に
腐
食
が
起
こ

り
、
液
漏
れ
や
亀
裂
・
破
裂
が
お

こ
る
可
能
性
が
判
明
し
ま
し
た
。

※
該
当
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
中
野

消
防
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
民
異
動
届
出
時
の

本
人
確
認
を
実
施

市
民
課
窓
口
係（
内
線
２
３
６
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係（
内
線
１
５
２
）

�

エ
ア
ゾ
ー
ル
式

簡
易
消
火
具

中
野
消
防
署

（　

）
０
１
１
９
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　コンポスト化施設により製造した肥料
なかの 「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
９月の販売日

７日�、14日�、18日�、28日�
販売価格（税込み）

１袋 （15㎏） 200円、バラ （500㎏） 2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10
　日前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から午後１時まで
問い合わせ先　下水道課施設管理係（内
線２８１）または豊田支所下水道係（内線１３７）

なかの「おすみちゃん」

～９月販売のお知らせ～

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

害鳥駆除・野猿巡回駆除
８月の実施

　農作物の被害防止を図るため、市猟友

会のご協力により害鳥獣駆除を実施します。

■害鳥駆除

実施日　６日�、20日�、27日�

区域　中野地域

■野猿巡回駆除

実施日　10日�、24日�

区域　栗和田から桜沢にかけた山際

◎その他　クマが目撃されています。山

際に出かける際は、ご注意ください。

問い合わせ先　農作物害鳥獣駆除推進協

議会事務局（市役所農政課内�（２２）２１１１

内線２５１、有線２０６４４）

 （炭が入った有機肥料）

部
落
解
放
・
人
権
政
策

確
立
要
求
中
高
地
区

総
決
起
大
会

人
権
政
策
課
調
整
係
（
内
線
２
４

６
）
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
人
権
政
策
係
（
内
線
１
５
０
）

�

　

長
野
県
で
は
、
長
野
県
景
観
計

画
の
策
定
及
び
長
野
県
景
観
条
例

の
全
部
改
正
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
が
、
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
意
見
・
提
案
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
事
項　

長
野
県
景
観
計
画
案

及
び
長
野
県
景
観
条
例
改
正
案
に

対
す
る
意
見
、
長
野
県
の
景
観
施

策
に
対
す
る
提
案
・
意
見

提
出
期
限　

８
月　

日�
15

　

浜
津
ヶ
池
周
辺
の
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
て
お
り
、
北
信
州
で
唯

一
の
文
化
公
園
と
し
て
、
平
成
３

年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
大
き
く
分
け
て
、
創
造

館
や
創
作
広
場
な
ど
（
文
化
歴
史

ゾ
ー
ン
）、フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
や
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
、
キ

ャ
ン
プ
場
（
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゾ

ー
ン
）、
温
室 
・ 
昆
虫
館
や
有
用
植

物
園 （
自
然
観
察
ゾ
ー
ン
）の
三
つ
。

　

一
日
中
、
家
族
で
楽
し
め
る
公

園
で
す
。

出
か
け
て

　

み
ま
せ
ん
か

北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森

文
化
公
園

�

所在地／片塩1221

長
野
県
景
観
計
画
案
等

に
関
す
る
意
見
募
集

長
野
県
住
宅
部
建
築
管
理
課
土
地
・

景
観
室
（
０
２
６ （　

） ７
３
４
８
）

235

�

製造ロット番号
商品名

品質保障期間
Ｋ４４２２

ヤマト
ボーイ
ＫＴ

２００５．　 ７
Ｋ７４２４
２００５．１０
Ｋ４４２３

ＦＭ
ボーイｋ

２００５．　 ７
Ｋ７４２５
２００５．１０

※缶底に表示してあります。
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期
日　

８
月　

日�
29

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野
（
入
場

無
料
）

対
象
者　

新
規
学
卒
者
（
平
成　
18

年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
）
及
び

若
年
者
（　

歳
未
満
の
一
般
求
職
者
）

30

※
一
般
求
職
者
は
履
歴
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い（
何
社
で
も
面
接
可
）。

★
ソ
フ
ァ
ー
★
子
供
用
ベ
ッ
ド

★
三
味
線
★
電
動
車
イ
ス
★
自

転
車
（
中
学
生
用
）
★
足
踏
み

ミ
シ
ン
（
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
）

★
テ
レ
ビ
デ
オ
★
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
テ
レ
ビ
★

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
★
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
★
箱
型
補
聴
器
★
プ
レ

ハ
ブ
物
置
★
ブ
ラ
ン
コ
（
小
学

生
用
）
★
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

用
も
み
の
木
★
ベ
ビ
ー
カ
ー
★

ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
★
ベ
ビ
ー
ゲ

ー
ト
★
寝
袋
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン

ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ

き
★
ピ
ア
ノ
用
イ
ス
★
コ
ン
ビ

ラ
ッ
ク
★
歩
行
器
（
子
供
用
）

★
電
気
コ
タ
ツ

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
５
１
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ

な
く
な
っ
た
物
・
欲
し
い
物
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

こ
に
掲
載
し
て
い
る
以
外
の
物

も
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
７
月　

日
現
在
で
掲
載
）

20

★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
（
カ
セ
ッ
ト

使
え
な
い
）
★
木
製
ベ
ッ
ド
★

パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
★
オ
ル
ガ
ン
★

電
気
オ
ル
ガ
ン
★
除
雪
用
シ
ャ

ベ
ル
★
座
卓
★
窓
用
エ
ア
コ
ン

（
ク
ー
ラ
ー
）
★
布
団
乾
燥
機

★
ス
タ
ッ
ト
レ
ス
タ
イ
ヤ
★
ス

キ
ー
セ
ッ
ト
★
三
味
線
（
稽
古

用
）
★
バ
ス
チ
ェ
ア
（
子
供
用
）

★
大
人
用
三
輪
車
★
自
転
車
★

味
噌
桶

�
ゆ
ず
り
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

地
域
連
携
自
由
参
観 
・

　

周
年
記
念
誌
発
行

50
南
宮
中
学
校

�
２
３
６
５

�

堤
防
の
刈
草
等
の

無
償
提
供

北
陸
地
方
整
備
局
・
千
曲
川
河
川
事

務
所
中
野
出
張
所
（�
２
７
２
９
）

�

北
信
地
区
就
職
面
接
会

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
長
野
セ
ン

タ
ー
（
０
２
６ （　

） ８
０
０
１
）

224

�

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

■
地
域
連
携
自
由
参
観

　

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を

招
き
、
学
年
単
位
で
「
進
路
学
習

講
座
」
を
設
け
、
生
徒
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
が
自
由
に
授
業
を
観

た
り
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
自
由

参
観
日
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

９
月
３
日�

時
間　

午
前
８
時　

分
〜　

時

50

11

場
所　

南
宮
中
学
校
教
室
棟

内
容　

●
１
・
２
学
年
…
保
育
士
、
家
具

経
営
者
、
製
菓
舗
、
日
本
料
理

専
門
家
、
土
木
建
築
、
新
聞
社
、

病
院
関
係
者
な
ど
、
地
域
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
様
々
な
業
種
の

方
の
話
。

●
３
学
年
…
中
野
、
須
坂
、
長
野

市
内
の　

校
の
高
校
生
（
本
校

10

卒
業
生
）
に
よ
る
高
校
別
の
座

談
会
を
交
え
た
話
。

■　

周
年
記
念
誌
発
行
注
文
受
付

50

　

創
立　

周
年
を
記
念
し
て
、「　

50

50

周
年
記
念
誌
」
を
発
行
し
ま
す
。

頒
布
予
定
価
格　

１
５
０
０
円

（
Ａ
４
判　

頁
）

150

発
刊
予
定
年
月　

平
成　

年
２
月

18

※
注
文
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
気
使
用
安
全
月
間

�
中
部
電
気
保
安
協
会
中
野

事
業
所
（�
５
６
４
９
）

�

　

感
電
災
害
は
夏
季
に
集
中
し
て

発
生
し
ま
す
。
夏
は
汗
を
か
き
や

す
く
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く

な
り
、
ま
た
疲
労
か
ら
注
意
力
が

散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
通
商
産
業
省
の

主
唱
の
も
と
、
毎
年
８
月
を
「
電

気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
、
感
電
事

故
の
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

感
電
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
電
気

は
安
全
に
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の

人
権
相
談
所

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

０
２
６
９�
２
３
０
２

�
開
設
日　

９
月
３
日�

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

そ
の
他　

子
ど
も
の
人
権
専
門
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

※
平
日
は
、
午
前
８
時　

分
か
ら

30

午
後
５
時
ま
で
、
相
談
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　

千
曲
川
河
川
事
務
所
で
は
、
堤

防
管
理
の
た
め
毎
年
除
草
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
刈
草
の
処
理
は
、

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
野
焼
き
を
自

粛
し
て
い
ま
す
。

　

刈
草
は
堆
肥
等
資
源
化
で
き
る

も
の
で
す
の
で
、
刈
草
を
欲
し
い
と

い
う
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

落
葉
果
樹
農
業

短
期
研
修
生
募
集

独
立
行
政
法
人　

農
業
者
大

学
校
落
葉
果
樹
農
業
研
修
所

０
１
９
（　

）
３
４
４
９

692

�
募
集
対
象　

果
樹
農
業
関
連
の
業

務
に
携
わ
っ
て
い
る
者

研
修
期
間　

平
成　

年
１
月　

日

18

24

�
〜　

日�
27

研
修
場
所　

岩
手
県
雫
石
町

必
要
経
費　

宿
泊
費
用
は
無
料
、

食
費
は
実
費

研
修
内
容　

り
ん
ご
栽
培
に
お
け

る
低
樹
高
・
省
力
化
栽
培
や
経
営

技
術
に
関
す
る
講
義
及
び
現
地
研
修

申
込
期
限　
　

月　

日�

12

22

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第　

回
千
曲
川
・
犀
川

21
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

千
曲
川
河
川
事
務
所
総
務
課

０
２
６
（　

）
７
６
１
１

227

�

　

千
曲
川
・
犀
川
流
域
の
川
の
あ

る
風
景
、
川
と
暮
ら
し
、
川
づ
く

り
、
水
害
、
川
遊
び
等
、
川
を
主

題
と
し
た
作
品
（
写
真
・
俳
句
・

短
歌
）
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

川
と
生
活

締
切
日　

９
月
４
日�

そ
の
他　

入
賞
作
品
は
、　

月
以

10

降
に
長
野
市
や
松
本
市
、
上
田
市
、

中
野
市
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

17　平成17年８月　広報なかの

常
設
展
「
四
季
の
な
が
め
」

９
月
４
日�
ま
で

※
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
、
四
季

折
々
の
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

写
真
展
「
山
野
草
と
私
の
好
き

な
風
景
」

８
月
８
日�
ま
で

下
高
井
美
術
同
好
会
「
夏
季
展
」

８
月　

日�
〜　

日�

10

22

「
第
８
回
み
ず
ゑ
会
展
」

８
月　

日�
〜
９
月
４
日�

24

火
曜
日
休
館
。
施
設
使
用
予
約

は
６
か
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

企
画
展
「
中
野
市
の
石
造
文
化

財
〜
石
に
刻
ま
れ
た
願
い
〜
」

８
月　

日�
ま
で

28

※
石
仏
な
ど
の
石
造
文
化
は
、

庶
民
の
願
い
が
石
の
姿
に
具
体

化
し
た
も
の
で
す
。
石
仏
な
ど

を
め
ぐ
る
庶
民
の
素
朴
な
信
仰

は
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
で
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
市
内
の
石

造
文
化
財
を
種
類
や
分
布
、
建

て
ら
れ
て
た
理
由
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

没
後　

周
年
記
念
特
別
展
「
菊

50

池
契
月
」
展

９
月
２
日�
〜　

月
２
日�

10

※
菊
池
契
月
の
没
後　

周
年
を

50

記
念
し
て
、
特
別
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談
毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 16:30法律相談
毎月第１・ ３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)９月９日�
13:00 ～16:00行政相談所 豊田支所相談室

( 内線 114)
(豊田地域)９月９日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00女性相談窓口 (面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市教育委員会
( 内線 304)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども教育相談室 図書館朗読室

( � 23 － 3955）
毎週火・木曜日
13:00 ～ 17:00

� ２６ － １２６０
(中野児童センター内)

毎週火曜日
９ :30 ～ 11:30テレホン子育て相談

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

� ２３ － ３１９１
(市教育委員会内)常時いじめ相談３１９１
南宮庁舎職業相談室
(�23 － 4710）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
専
任
コ
ー
チ
に
よ
る
講

習
会
等
の
受
講
及
び
開
催
に
要
す

る
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程 　

平
成　

年
６
月　

日
か
ら

17

29

７
月　

日
ま
で
の
受
付
分
を

20

掲
載
し
ま
す

▼
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的

と
し
て
、

　

現
金　

万
円
〈
八
十
二
銀
行

10

弥
生
会
様
〉

▼
歴
史
資
料
と
し
て
、

　

間
山
区
史 （
一
部
） 〈
間
山
区
様
〉

▼
図
書
資
料
の
充
実
の
た
め
、

　

図
書
（　

冊
）〈
㈱
ミ
ク
ロ

116

化
学
様
〉

▼
高
野
辰
之
記
念
館
資
料
と
し
て
、

　

伝
記
本
（
岡
野
貞
一
と
そ
の

名
曲
）〈
鳥
取
市
・
鈴
木
恵

一
様
〉

ス
ポ
ー
ツ
専
任
コ
ー
チ
の

活
用
団
体
に
補
助
金
交
付

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（　

）
３
５
７
２

26

�

旅
券
の
日
曜
交
付

長
野
県
国
際
課
外
事
・
パ
ス

ポ
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト

０
２
６
（　

）
７
１
７
３

235

�
実
施
窓
口　

長
野
地
方
事
務
所
、

松
本
地
方
事
務
所

開
庁
日　

毎
週
日
曜
日
（　

月　
12

29

日
〜
１
月
３
日
は
除
く
）

開
庁
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午

30

後
６
時

※
長
野
・
松
本
以
外
で
申
請
さ
れ

た
方
で
も
、
日
曜
日
に
長
野
・
松

本
の
窓
口
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
申
出
書
の
提
出
が
必
要
）。

訓
練
科
名　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技

術
科
（
一
・
二
部
）、
電
気
設
備
科
、

ビ
ル
管
理
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

訓
練
期
間　
　

月
３
日�
〜
平
成

10

　

年
３
月　

日�

18

28

訓
練
場
所　

長
野
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料

応
募
資
格　

再
就
職
を
目
指
す
方

応
募
締
切
日　

９
月
６
日�

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

職
業
訓
練
生
募
集

長
野
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー

０
２
６
（　

）
７
８
５
６

243

�
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　とても元気な双子です。モモ
やスイカが好きで、トーマスや
ウルトラマンのおもちゃで遊ん
でいます。二人とも丈夫な子に
育ってほしいと思います。
（大工原 岳水 ・ 理奈さん 安源寺）

乳幼児健康診査

市の人口市の人口
（平成17年７月１日現在） （平成17年７月１日現在）

大   工
だい

   原
く

   勇希    くん
はら ゆうき

　　　啓望    くん 
ひろみ

中野保健センター �26－6986
休日診療所： �26－2337
休日当番薬局携帯電話 �090－4125－8402
 （ともに ９ 時～17 時。日・祝日のみ）

市 役 所 保 健 課 �22-2111 内線242 ・ 243
豊田支所保健福祉課 �38-3111 PHS 6120

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。

※豊田地域の方も、都合により中野
保健センターで受けたい場合は、
接種を受けられます。

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター >
９月５日�…日野、 延徳、 平野
　　６日�…中野
　　７日�…高丘、 長丘、 平岡、 科野、 倭

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象 
・ 
接
種
方
法

人　口　４７,４６３人（＋ 6）
　男　　２２,８９７人（＋ 1）
　女　　２４,５６６人（＋ 5）
世帯数　１５,００６戸（＋12）

期日／９月２日�
時間／午後７時～８時30分
場所／南宮中学校第一体育館
講師／健康運動指導士
内容／美しく老いるために健康につ

いて学び、 無理なくどこでも ・
気軽に・ 時間をかけずにできる
運動に挑戦してみませんか？

持ち物／運動靴、タオル、水筒
その他／動きやすい服装でお越しく

ださい。
※お申し込みは不要で、受講は無料
です。

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

８月23日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成17年４月生まれ
※３か月健診時に行います。

麻しん　　　　　　　　　　　　　

　９月は、麻しんの個別接種の実施
月です。対象者は、８月中に医療機
関で予約してください。（無料）
対象／12か月～15か月の幼児（７歳
　　　６か月未満まで接種可能）

育児教室
　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／９月13日�
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、 離乳食について
申し込み／参加希望の方は、事前に

保健課または豊田支所保
健福祉課へお申し込みく
ださい。

17年度いきいき健康講座
～ＰＡＲＴ１～

～ご協力ありがとうございました～
　皆様のご協力により薬物乱用防止のため
の国連支援募金が１,８２２円集まりました。
　この募金は、国連を通じて開発途上国
での薬物乱用防止活動資金などに活用さ
せていただきます。

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

17年４月１日～
　　４月30日生８月23日�

３か月
健 診

16年12月１日～
　　12月31日生８月24日�７か月

健 診

16年１月１日～
　　１月31日生８月26日�

１歳 
６か月
健 診

15年７月１日～
　　７月31日生８月22日�２ 歳

健 診

14年７月１日～
　　７月31日生８月25日�３ 歳

健 診

※都合の悪い場合は翌月お出かけく
　ださい。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

心の健康相談
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供―こだわりが強い、 登校拒否など
大人―イライラ、不眠、物忘れなど
期日／９月29日�
時間／午後２時～４時
会場／市民会館44号会議室
※事前に予約が必要です。相談を希
望される方は、９月27日�までに
保健課へお申し込みください。

両親学級
期日／９月６日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／母乳栄養と乳房管理、交流会

 （３歳１か月）



　

い
よ
い
よ
夏
本
番
。
各
地
で

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
夏
の
風
物
詩
と
言

え
ば
、「
花
火
」
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
と
言
う
の
も
写
真
を
趣

味
に
し
て
い
る
私
に
は
、
夏
の

代
表
的
な
被
写
体
。
と
こ
ろ
が

な
か
な
か
巧
く
撮
れ
な
い
、
厄
介
な
被

写
体
で
も
あ
る
。
ま
ず
、
ど
の
辺
に
上

が
る
か
、
そ
し
て
、
ど
の
く
ら
い
の
大

き
さ
な
の
か
分
ら
な
い
。
あ
る
時
は
大

き
く
写
り
す
ぎ
、
ま
た
、
あ
る
時
は
小

さ
す
ぎ
た
り
、
露
出
も
オ
ー
バ
ー
に
な

っ
た
り
ア
ン
ダ
ー
に
な
っ
た
り
と
、
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
も
の
と
は
か
け
離
れ

て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
打
ち
上
が

っ
て
み
て
初
め
て
分
か
る
大
き
さ
。
現

像
か
ら
戻
っ
て
き
て
分
か
る
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
失
敗
の
コ
マ
の
中

に
一
枚
で
も
、
ま
と
も
に
写
っ
て
い
る

コ
マ
が
あ
れ
ば
感
激
す
る
。
そ
れ
ほ
ど

私
に
と
っ
て
は
、
難
し
い
け
れ
ど
魅
力

的
な
被
写
体
「
花
火
」。

　

今
年
も
懲
り
ず
に
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
確
認
し
な
が
ら
、
夏
の
夜
空
に
綺
麗

に
花
咲
く
所
は
何
処
か
思
案
中
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

（
Ｈ
・
Ｋ
）
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日
照
り
に
危
う
く
も
し
た
野
菜
た
ち
だ
っ
た
。

お
も
ち
ゃ
の
よ
う
な
菜
園
で
然
り
だ
か
ら
、
本

格
的
栽
培
の
ご
苦
労
も
感
じ
て
い
た
。

　

い
ま
、
我
が
家
の
キ
ウ
リ
も
な
す
も
ミ
ニ
ト

マ
ト
も
、
形
は
さ
ま
ざ
ま
な
が
ら
取
れ
る
の
だ
。

こ
の
実
体
験
は
我
が
家
の
生
き
た
学
び
と
な
り
、

な
す
の
ヘ
タ
の
チ
ク
ン
や
、
キ
ウ
リ
の
下
が
り

か
た
に
、
子
ど
も
ら
は
お
も
し
ろ
が
る
。

会
話
も
広
が
り
満
足
し
て
食
卓
に
座
す
家
族
、

い
い
な
。
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　中央公民館・北部公民館・西部公民館では、次代を担う子どもたちの健やか

な成長を願い、子育て中の仲間といっしょに、子育てについて学び合う教室や、

乳幼児の食事・おやつづくり教室、リトミック教室などを開設し、市民の皆様

の子育てや家庭教育の支援に取り組んでいます。

　北部公民館では今年度から、講演を聞き、学んでいただくこれまでのスタイ

ルから、地域の方々が子育てについて共に考え、学び合う中から子育ての喜び

を共有し合う「子育ていきいきサロン」を始めました。

������

北部公
民館

子育ていきいきサロン
　北部公民館「子育ていきいきサロン」は、“楽しんで子育て・あなたの子育て話そうよ”をテーマに、
世代を超えた参加者同士が、それぞれの子育ての経験や悩み、喜びを話し、考え、学び合いながら、

思いを共有し合いたいという願いを込めて開設して
います。
　６月２８日の第１回目はオリエンテーションに続き、
子の健やかな成長への願いを七夕の短冊に書き込み、
笹竹に飾り付けました。また、参加者同士が子育て
の悩みや、子どもを育て上げた体験などを自由に語
り合い、意見交換を行いました。
　参加者からは、「最近、子育てに悩んでいて、そ
んな折にこのサロンを知りました。様々な年齢のお
母さんの子育ての体験談や子どもへの願いなどいろ
いろ聞けてとても勉強になりました。」「私たちの聞

きたいテーマが、これから取り上げていただけるので楽しみです。」などの感想が寄せられました。
　また、「今回、登校拒否についての話が出ました。この問題は、子育て中の方、子育てが終わった
方共に、深い関心があると思いますので取り上げて欲しい。」「少子化時代の今、兄妹の多い子育ての
メリットや、社会を支える今後についてなど聞いてみたいです。」「子どもの性格によって叱り方は変
えた方がいいのでしょうか。しつけ方についても知りたいです。」などの意見や要望が出されました。
　第２回目は、元長野市教育長 奥村秀雄さんが、「いま勿体ないを考えたい」をテーマに、 “物・時・
人・命”を“惜しむ心”について、親子関係、子どものしつけなどから先生の考えを述べられました。
参加者からは、「子どもの教育は、まさに親の生き方そのもの。奥村先生の深い生き方、考え方、人
（子どもたち）へのまなざしに感動しました。」
などの声が寄せられました。
　また、第３回目の「夏の楽しいおやつづくり」
では、おやつづくりの実習を行いました。講師の
津布楽真弓さんから、｢子どもにとって、おやつは
大切な一食。体の栄養。心の成長。｣というお話が
ありました。今後は、参加者それぞれの家庭でつ
くっているおやつのレシピを交換し合いたいと思
っています。
（今後の予定は、６ページ「今月の伝言板」をご
参照ください。）

モ
リ
モ
リ
食
べ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
！

（
夏
の
楽
し
い
お
や
つ
づ
く
り （
第
３
回
））

子育てについて自由に語り合いました（第1回）子育てについて自由に語り合いました（第1回）

おかあさんのおひざ
　子育ての悩みや不安は、だれもがかかえていること。
中央公民館では、子育てについて仲間同士でいっしょ
に学び、育ち合う、家庭教育学級「おかあさんのおひ
ざ」を開講しています。
　教室の名称「おかあさんのおひざ」は、“あたたかな
お母さんのおひざのぬくもりを、大切なお子さまにあ
げたい…”という思いを込めてつけました。
　教室では、子どものしつけや健康についての講演、
また、おしゃべり会、主食・おやつづくり、保育園へ
お出かけなどを行い、子どもの健やかな成長のために
学び合っています。

中央公
民館

お母さんといっしょに、体を動かして
元気よく遊びました。
　（たのしく親子で体操を（第１回））

子どもの育ちをあたたかく見つめ、大切
にすることについて学び合いました。
　　　（子育ておしゃべり会（第２回））

親子リトミック教室 ・ 親子パンづくり教室
　西部公民館では、親子が集い、親子がい
っしょに楽しめ、また、参加したお母さん
同士のコミュニケーションも図れる場所づ
くりを目指しています。
　平成10年からは音楽教室として、「親子リ
トミック教室」を開講しています。「リトミ
ック」とは、リズム遊びによって体全体で
音楽に親しみ、音楽的才能を育てるのみで
なく人間性あふれる豊かな情操を育めると
される教育法のこと。

　教室は５月から10月まで毎月２回開き、就
園前の子とその親であれば、どなたでも自由
にご参加いただけます。参加した子どもたち
は、元気いっぱい楽しく遊び、参加されたお
母さんからも、親子のスキンシップに役立つ
と好評です。
　この他、親子料理教室（幼児食の調理実習
と栄養指導）や、親子パンづくり教室、人形
劇公演なども行います。

西部公
民館

「
ワ
ァ
ー
イ
!
」 
お
友
だ
ち
と
い

っ
し
ょ
に
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
楽
し

い
ね
。（
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
）

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
パ
ン

づ
く
り
に
初
挑
戦
！
お
い
し
い

パ
ン
が
で
き
た
か
な
？

　
 
（
親
子
パ
ン
づ
く
り
教
室
）
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「
０
４
愛
墨
会
」
は
、
二
〇

〇
四
年
度
北
信
地
区
老
人
大
学

の
書
道
班
を
卒
業
し
た
仲
間
と
、

市
内
の
有
志
の
集
ま
り
で
発
足

し
た
、
今
年
二
年
目
の
グ
ル
ー

プ
で
す
。
現
在
会
員
は
、
女
性

一
〇
名
、
男
性
二
名
の
計
十
二

名
お
り
ま
す
。
全
員
が
六
〇
歳

か
ら
七
〇
歳
の
手
習
い
で
書
道

を
始
め
た
者
ば
か
り
で
す
が
、

老
人
大
学
で
ご
指
導
い
た
だ
い

た
中
島
洋
先
生
に
、
現
在

も
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
練
習
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。

　

会
で
は
年
間
計
画
を
た

て
、
月
二
回
の
練
習
を
公

民
館
の
施
設
を
お
借
り
し

行
っ
て
お
り
ま
す
。
七
月

と
二
月
に
は
、
会
員
同
士

の
練
習
の
成
果
を
発
表
す

る
作
品
発
表
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
中
央
公
民
館
長

さ
ん
に
も
作
品
を
見
て
い

た
だ
き
、
励
ま
し
の
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
年
度
は
、
五
文
字
の

半
切
作
品
に
取
り
組
み
、

今
年
度
は
色
紙
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
な

か
な
か
思
う
よ
う
な

作
品
に
は
な
り
ま
せ

ん
が
、「
継
続
は
力
な

り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
八
月
に
は
、
中
央
公
民

館
の
一
階
ロ
ビ
ー
に
作
品
を
展

示
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
冷

や
汗
の
出
る
思
い
で
す
が
一
生

懸
命
個
性
？
あ
る
作
品
を
書
き

ま
し
た
。

　

月
二
回
の
集
ま
り
が
待
ち
遠

し
い
、
０
４
愛
墨
会
の
面
々
で

す
。

　
　
　
　

代
表　

永
井　

美
子

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
の
立

ヶ
花
文
書
に
、
舟
渡
し
の
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
一
艘
は
長
さ
一
六

メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
六
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

も
う
一
艘
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
一

・
五
メ
ー
ト
ル
、
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
と
あ
る
。
荷
物
を
積
ん
だ
馬
も

こ
の
舟
で
運
ん
だ
。

　

舟
の 
剥 
ぎ
替
え
時
に
は
、
飯
山
藩

は

か
ら
籾
七
俵
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
入
用
金
は
近
隣
の
村
々
か

ら
の
奉
賀
に
頼
っ
た
。
立
ヶ
花
の
舟

渡
し
に
藩
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
た
の

は
何
故
だ
ろ
う
。
古
く
か
ら
交
通
上

・
戦
略
上
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

立
ヶ
花
か
ら 
神
代 
（
前
豊
野
町
）、

か
し
ろ

牟
礼
を
出
て
古
間
、
柏
原
を
ぬ
け
越

後
・
北
陸
へ
通
じ
る
北
国
街
道
、
神

代
か
ら
稲
積
（
現
稲
田
）、
善
光
寺
へ

む
け
て
の
脇
街
道
利
用
に
よ
る
物
資

輸
送
上
の
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
。

　
　

そ
の
要
所
で
あ
る
舟
渡
し
が
明

和
四
年 （
一
七
六
七
）以
前
の
度
重

な
る
千
曲
川
の
満
水
に
よ
り
、
川

瀬
が
悪
く
な
り
、
河
道
も
変
わ
り

舟
の
発
着
場
も
崩
れ
、
用
を
な
さ

な
く
な
っ
た
。

　

川
東
村
の
牛
出
・
草
間
・
安
源
寺

・
大
俣
等
各
村
で
は
、
年
貢 
償
方 
の

つ
ぐ
な
い
か
た

代
金
が
得
ら
れ
な
く
て
困
窮
す
る
の

で
あ
っ
た
。　
　
　
　
 
松
沢　

邦
男
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�
�

�
�
��
�

　

立
ヶ
花
は
、
千
曲
川
の
鉄
橋
を
隔

て
て
長
野
市
と
隣
接
す
る
地
区
で
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
駅
・
高
速
道
Ｉ
Ｃ
有
り
の

交
通
要
所
に
位
置
し
て
、
人
口
五
八

〇
人
余
、
戸
数
一
六
四
戸
の
ま
と
ま

り
の
あ
る
集
落
で
す
。

　

分
館
の
活
動
は
二
月
に
ス
タ
ー
ト
。

�
三
月
十
三
日　

法
要

　

昨
年
度
、
地
区
内
物
故
者
八
名
の

遺
族
出
席
の
も
と
に
、
大
徳
寺
住
職

の
読
経
に
よ
り
故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

（
老
人
ク
ラ
ブ
と
共
催
）

�
五
月
二
十
八
日　

ふ
れ
あ
い
事
業

　

愛
知
万
博
（
愛
・
地
球
博
）
見
学

に
、
老
若
男
女
四
十
九
名
参
加
で
バ

ス
日
帰
り
の
旅
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

人
の
数
に
驚
き
、
人
波
に
押
さ
れ

て
少
し
疲
れ
ま
し
た
が
、
楽
し
い
親

�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

睦
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

�
六
月
二
十
八
日　

分
館
講
座

　

青
木
中
野
市
長
の�
出
前
ザ
集
会�

を
開
催
し
て
、「
新
中
野
市
誕
生
と
市

政
に
つ
い
て
」
市
長
の
熱
弁
を
聴
講

し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
は
、
九
月
の
人
権
教

育
懇
談
会
、
十
月
に
秋
祭
り
協
力
、

十
一
月
に
は
、
敬
老
・
文
化
祭
、
伝

統
行
事
の
「
知
恵
の
だ
ん
ご
」
等
々

が
あ
り
ま
す
。

　

人
々
が
集
い
、
語
り
あ
う
憩
い
の

場
と
し
て
の
分
館
活
動
を
、
大
勢
の

区
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
・
協
力
い
た

だ
い
て
、
常
に
区
内
の
融
和
を
は
か

り
意
義
の
あ
る
も
の
と
し
て
進
め
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

立
ヶ
花
分
館
長　

芋
川　

孟

�
�
�
�
�
�
�

�����
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い
ち
お

　

「
い
つ
で
も
お
い
で
よ
！
」

電
話
の
向
こ
う
側
で
、
は
ず
む

声
が
す
る
。
こ
の
原
稿
を
書
く

と
き
も
快
く
返
事
を
く
れ
た
鈴

木
さ
ん
に
は
、
き
れ
い
な
奥
様

と
の
間
に
二
人
の
お
子
さ
ん
が

い
る
。
た
ま
の
日
曜
日
に
は
、

子
ど
も
た
ち
と
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

　

鈴
木
さ
ん
は
七
年
前

か
ら
、
健
康
や
環
境
を

考
え
る
、
セ
ー
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
分
一
人
だ
け
が
幸
せ

に
な
れ
ば
い
い
と
い
う

考
え
で
は
な
く
、
み
ん

な
が
共
に
成
長
し
て
幸

せ
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
る
。

　
�
昔
は
も
っ
と
川
が

き
れ
い
だ
っ
た
の
に
。

昔
は
ガ
ン
な
ん
て
病
気

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の

に
。
昔
は
リ
ス
ト
ラ
な

ん
て
言
葉
が
な
か
っ
た
の
に

…
。�
こ
ん
な
悩
み
・
疑
問
を

聞
い
て
く
れ
る
。
そ
れ
を
解
決

す
る
に
は
昔
に
戻
る
し
か
な
い

と
思
う
が
、
そ
う
し
な
く
と
も

幸
せ
に
な
る
糸
口
が
見
つ
か
る

か
も
。

　

幸
せ
な
未
来
を
現
実
に
す
る

た
め
に
、
健
康
と
環
境
を
重
視

し
た
知
識
を
、
一
人
で
も
多
く

の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
週
一
回
仲
間
が
集
ま
っ
て

幸
せ
な
生
き
方
を
追
求
し
て
い

る
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
が

鈴
木
さ
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
 
（
Ｋ
・
Ｕ
）

　7月15日、北部公民館晋平さんをしのび歌う会と、豊
田童謡唱歌を歌う会「すみれ会」との交流会が開催さ
れました。音楽を通じた交流の輪を広げようと、北部
公民館の呼びかけにより実現した初めての交流会。当
日は、両グループが合唱を披露し合ったり、合同によ
る合唱練習、茶話会などを行い、歌うことの大好きな
会員同士が、和気あいあいと楽しい交流の一時を過ご
されました。この交流会、次回は秋の農閑期に豊田地
域で開催する予定です。

���������������
　7月3日、豊田地域の分館相互の交流とスポーツの振興
を図る「豊田地区球技大会」が開催されました。　昨年ま
で「豊田村村民球技大会」という名称で開催されていた
本大会に、今年はソフトボール11チーム、ソフトバレー
ボール18チーム、ゲートボール16チームが参加し、熱戦
が繰り広げられました。炎暑の中にもかかわらず、地区
の名誉を懸けて、老若男女が力を合わせ戦う姿が応援す
る者の心をとらえ、スポーツを心から楽しむ選手たちの
さわやかな汗が、とても印象的でした。

��������������

　7月16日から18日までの3日間、中央公民館で「中野市
民作品展」を開催しました。作品の制作に取り組む市民
の皆様261人から出品された、写真や絵画、陶芸など様々
なジャンル435点の力作で会場は大盛況。出品者からは、
「普段見る機会がない同じジャンルの作品が、一堂に会
するので刺激になる。」と感想が寄せられました。また、
異なるジャンルの出品者同士が、自身の作品を前に制作
過程などを互いに語り合う場面も見られ、この作品展を
通じ市民同士の芸術文化の交流が深められました。

�������������
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お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８
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お問合せ及び　中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　℡３ ８ - ２ ９ ２ ２
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日　時　８月15日� 午前９時30分開式

場　所　豊田文化センターホール （旧豊田村村民会館）

内　容　式典 （第１部）、 記念行事 （第２部）、 記念撮影他

�
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【実行委員からのお知らせ】
　当日は、中学時代の担任の先生を囲んでの想い
出会や、中学校にタイムカプセルを埋めます。
みんなの思い出をいっぱい詰め込みましょう。
　P.S. スイカ割りもやるよ。みんなで楽しもう。
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内　容　04愛墨会会員の書道作品の展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

��������	

　月の展示コーナー８

������
　日本に来られて間もない外国出身の方のために、
日常会話や簡単な読み書きの教室を開設しています。
　なお、教室は８月23日�から始まります。
日　時　毎週火曜日（祝日を除く）
　　　　　午後１時30分～３時30分
場　所　中央公民館　　受講料　無料
申込み　中央公民館へお問い合わせください。

●Japanese Language Classes (from August 23rd)
　Day ：  Every Tuesday (excluding national holidays) 
　Time ：  1:30pm-3:30pm
　Place ：  Nakano Chuo public hall　Fee ： No charge
●Aulas de l � ngua japonesa (Agosto de 23)
　Dia ：  Cada ter � a-feira (excluir feriados nacionais)
　Hor � rio ：  1:30pm-3:30pm 
　Lugar ： Sal � o do p � blico de Nakano Chuo　Taxa ： Gratuita
●

��������	
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　市民の学習・文化活動に、指導者として協力し
ていただける方を募集しています。
１ 登録していただける方
　下記の特技を持つ高齢者の方で、講座や講習
会の指導者や助言者として活躍できる方

２ 特技の内容
� 生活伝承文化に関するもの････郷土料理、伝
承文化、手作り玩具、陶芸、木彫り など

� 健康増進に関するもの････スポーツ、レクリ
エーション、食生活、健康相談 など

� 社会奉仕に関するもの････子ども会指導、老
人クラブ活動、福祉施設慰問 など

� 一般教養・生活文化に関するもの････郷土史、
時事問題、民謡、踊り、書画 など

３ 登録方法
　　中央公民館にて登録手続きしていただきます。
４ 事業の内容
　市内の公民館分館、社会教育関係団体等から
の要請により、指導者として活動していただき
ます。

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ２- ２ ６ ９ １　㈲２ ０ ６ ９ １

ホームページもご覧ください
http://www.city.nakano.nagano.jp/kominkan

�����
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　子育てをいっしょに考えませんか。どなたでも
参加できますので、お気軽にご参加ください。
期日 ・ 内容　８月23日� 「子どもの生活リズム」
　　　　　　　　中野友の会　山田 よし さん
　　　　　９月６日� ｢アットホーム・ダッド」
　　　　　　　　　　―はなまる主夫の奮闘記―
時　間　午前10時～午前11時30分
場　所　北部公民館　　参加料・申込み　不要

≪今月号の表紙の写真≫ 長丘地区に咲くヒマワリ
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